神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例に係る整備基準の見直し
について
「神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例」（以下「条例」という。）第12条に基づき同条例施行規則で定める整備基準について、社会状況の変化を踏まえ、見直しを行うこととしたので報告する。
１　これまでの経過
	平成26年11月
～平成27年８月
	条例の施行から５年を経過したことから、条例見直し検討会議を４回開催し、「神奈川県条例の見直しに関する要綱」に基づく見直し作業を実施

	平成27年９月
	条例の見直しの結果、「改正・廃止の必要はないが、運用の改善等を検討する」と整理され、社会状況の変化を踏まえ、規則で定める整備基準等について見直しを検討するとの結論を得た

	平成28年３月～11月
	条例整備基準見直し検討会議を４回開催

	平成28年12月
	平成28年第３回定例会厚生常任委員会に整備基準の見直しについて報告

	平成29年１月～２月
	規則改正案に対するパブリック・コメントを実施


２　見直しの視点及び目的
利用者に対し合理的配慮を欠いていないか、事業者に対し過度な負担を課していないかなど利用者及び事業者双方へ配慮しつつ、整備基準に適合する公共的施設の整備を促進し、利用者の利便性を高める。

３　見直し内容

(1) トイレ
公共的施設におけるオストメイト対応の水洗器具を設けたトイレの整備について、保育所等の確保を促進する旨の平成28年６月２日付け国土交通省からの通知の趣旨を踏まえ、幼稚園及び保育所は適用除外とする。

(2) 視覚障害者誘導用ブロック

建物内の出入口から受付等案内所までの区間について、視覚障害者誘導用ブロックを敷設することになっているが、小規模な建築物（200㎡未満）は、案内所の職員等から出入口が容易に視認でき、職員等による誘導がある場合、適用除外とする。

(3) 施設名等の情報提供

整備基準の適合状況等を県民に対して情報提供する旨の条項を規則に加え、「全ての整備基準を満たす公共的施設（適合施設）」や、「みんなのトイレ」を整備した施設名等を県ホームページに掲載する。
(4) 児童福祉法の改正等に伴う所要の改正
児童福祉法に規定する「情緒障害児短期治療施設」を「児童心理治療施設」に、母子保健法に規定する「母子健康センター」を「母子健康包括支援センター」に改めるほか、その他所要の改正を行う。

４　規則改正案に対するパブリック・コメントの状況
(1) 意見募集期間

　　平成29年１月６日～２月５日
(2) 意見募集方法

 県ホームページへの掲載、県機関での閲覧及び配布、当事者団体等への意見照会

(3) 意見の提出方法

　　郵送、ファクシミリ、電子メール等

(4) 提出された意見の概要

　 ア　意見件数　９件

　 イ　意見の内訳　

	区　　　　分
	件　数

	(ｱ) トイレ
	５件

	(ｲ) 視覚障害者誘導用ブロック
	２件

	(ｳ) 施設名等の情報提供
	１件

	(ｴ) その他
	 １件

	計
	 ９件


　 ウ　意見の反映状況

	区　　　　分
	件　数

	(a)　計画案に反映したもの
	０件

	(b)　今後の取組みの参考とするもの
	４件

	(c)　計画案に反映できないもの
	０件

	(d)　その他
	５件

	計
	９件


　 エ　主な意見

(b) 今後の参考とする意見

 ・小規模な保育所等は予算や面積の関係で水洗器具を設置できなくても仕方ないが、一定規模以上の保育所等では設置すべきである。

・誘導用ブロックを敷設しない場合、案内所からの視認方法や誘導方法を施設内に表示することを努力目標にしてほしい。

(d) その他（感想・質問等）

・施設名等の情報提供はよいと思う。

・改正内容はすべて妥当なものと考える。　

５　今後のスケジュール
平成29年 ３月　　 規則の改正及び公布
10月　　 改正規則の施行
＜別添参考資料＞
　・資料４－２　神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例に係る整備基準(案)の概要
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